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平成２５年度最低賃金の改定について 

 

 奈良労働局（局長 荒川あや子）では、昨日の特定（産業別）最低賃金の改正決定（官報公

示）をもって、奈良県内の事業所に適用されるすべての最低賃金の改正手続きを終了した。 

最低賃金の改定内容等は、下記のとおりである。 

なお、先に決定した奈良県最低賃金のほか、特定（産業別）最低賃金についても、今後、関

係団体等に広く周知を図ることとしている。 

 

記 

 

平成２５年度に改定され

た最 低 賃 金 の 件 名 

現行 ・ 旧 平 成 ２ ５ 年 度 改 定 
発 効 日 

時  間  額 時  間  額 引 上 額 引 上 率 

 

奈  良  県  最  低  賃  金 

 

６９９円 ７１０円 １１円 １．５７％ 25.10.20 

はん用機械器具、生産用

機械器具、業務用機械器

具製造業（機械関係製造

業）          

８０３円 ８１０円 ７円 ０．８７％ 25.12.27 

電子部品・デバイス・電

子回路、発電用・送電用・

配電用電気機械器具、産

業用電気機械器具、民生

用電気機械器具製造業

（電機関係製造業） 

８０２円 ８０８円 ６円 ０．７５％ 25.12.27 

 

自  動  車  小  売  業 

 

８０４円 ８１０円 ６円 ０．７５％ 25.12.27 

奈良労働局 Press Release 



                                                                    （参  考） 

 

平成２５年度の審議会経過について 

 

「本審議会」 

  第１回  Ｈ２５． ６．１２  第４３６回 奈良地方最低賃金審議会 

  第２回  Ｈ２５． ７． ５  第４３７回 奈良地方最低賃金審議会 

  第３回  Ｈ２５． ７．２２  第４３８回 奈良地方最低賃金審議会 

  第４回  Ｈ２５． ８． ９  第４３９回 奈良地方最低賃金審議会 

  第５回  Ｈ２５． ８．２３  第４４０回 奈良地方最低賃金審議会 

  第６回  Ｈ２５． ９．１０  第４４１回 奈良地方最低賃金審議会 

  第７回  Ｈ２５．１０．２９  第４４２回 奈良地方最低賃金審議会 

 

 

「奈良県最低賃金専門部会」 

  第１回  Ｈ２５． ７．２２  奈良県最低賃金専門部会 

  第２回  Ｈ２５． ７．２４  奈良県最低賃金専門部会 

  第３回  Ｈ２５． ８． ９  奈良県最低賃金専門部会 

  第４回  Ｈ２５． ８．１２  奈良県最低賃金専門部会 

  第５回  Ｈ２５． ８．１９  奈良県最低賃金専門部会 

  第６回  Ｈ２５． ８．２０  奈良県最低賃金専門部会 

  第７回  Ｈ２５． ８．２２  奈良県最低賃金専門部会 

 

「奈良県機械関係製造業最低賃金専門部会」 

  第１回  Ｈ２５．１０．１０  奈良県機械関係製造業最低賃金専門部会 

  第２回  Ｈ２５．１０．１５  奈良県機械関係製造業最低賃金専門部会 

  第３回  Ｈ２５．１０．１７  奈良県機械関係製造業最低賃金専門部会 

 

「奈良県電機関係製造業最低賃金専門部会」 

  第１回  Ｈ２５．１０． ４  奈良県電機関係製造業最低賃金専門部会 

  第２回  Ｈ２５．１０． ８  奈良県電機関係製造業最低賃金専門部会 

  第３回  Ｈ２５．１０．１８  奈良県電機関係製造業最低賃金専門部会 

  第４回  Ｈ２５．１０．２２  奈良県電機関係製造業最低賃金専門部会 

 

「奈良県自動車小売業最低賃金専門部会」 

  第１回  Ｈ２５．１０． ７  奈良県自動車小売業最低賃金専門部会 

  第２回  Ｈ２５．１０． ８  奈良県自動車小売業最低賃金専門部会 

  第３回  Ｈ２５．１０．１０  奈良県自動車小売業最低賃金専門部会 

  第４回  Ｈ２５．１０．１５  奈良県自動車小売業最低賃金専門部会 

 

 



別添  

※最低賃金制度について  

 

最低賃金制度とは、最低賃金法に基づき国が賃金の最低限度を定め、使用者は、その最低賃金額以上

の賃金を労働者に支払わなければならないとする制度です。  

仮に最低賃金額より低い賃金を労働者、使用者双方の合意の上で定めても、それは法律によって無効

とされ、最低賃金額と同額の定めをしたものとみなされます。  

 

【最低賃金の種類】  

最低賃金には、以下のとおり地域別最低賃金及び特定（産業別）最低賃金の２種類があります。  

なお、地域別最低賃金と特定（産業別）最低賃金の両方が同時に適用される場合には、使用者は高い

方の最低賃金額以上の賃金を支払わなければなりません。 

  

① 域別最低賃金（奈良県の場合は、「奈良県最低賃金」）  

地域別最低賃金は、各都道府県ごとに１つずつ定められおり、産業や職種にかかわりなく、各都道

府県内で働くすべての労働者とその使用者に適用されます。 

  

② 特定（産業別）最低賃金  

特定（産業別）最低賃金は、関係労使が地域別最低賃金より高い額の最低賃金を定めることが必要

と認める特定の産業について、当該産業の基幹的労働者を対象として、各都道府県ごとに設定され、

金額が定められています（年齢、業務内容等による適用除外あり。）。  

 

（参考）奈良県においては、  

○はん用機械器具、生産用器具、業務用機械器具製造業 

○電機関係製造業 

○自動車小売業  

○木材・木製品、家具・装備品製造業 

の４つの特定の産業について、最低賃金が定められています。  

なお、「木材・木製品、家具・装備品製造業」の最低賃金は、平成元年１月２５日以降改定が行われ

ていません。 

 

 


